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中岡満義

芭蕉和紙

　「棚田オーナー制度」の稲刈りが９月16日、御祓地区
泉谷の棚田で行われました。最初に泉谷地区棚田を守る
会の上岡満

み つ え

榮会長が「棚田の１年で一番うれしい季節。
みんなで協力して頑張ろう」とあいさつ。11組35人のオー
ナーが、約３時間かけて稲を手狩りし、稲木に掛ける作
業をしました。ぬかるんだ田んぼに苦労していましたが、
額に汗をかきながら笑顔で収穫を楽しんでいました。

秋の棚田に広がる収穫の笑顔
泉谷で棚田オーナーが収穫体験

収穫と交流を楽しんだオーナーの皆さん

内子町が愛媛ＦＣを応援
年に一度のマッチタウンゲーム

　サッカーＪ２リーグの愛媛ＦＣは９月１日、愛媛県総
合運動公園ニンジニアスタジアムでアルビレックス新潟と
対戦しました。内子町と四国中央市のマッチタウンゲー
ムとして行われ、約3,200人が来場。道の駅からりが出店
したほか、道の駅せせらぎから両チームへ記念品を贈り
ました。グラウンドでは内子・五十崎両中学校のサッカー
部有志が担架隊などを担い、試合を支えました。 愛媛FCのフラッグを持って入場する子どもたち

　「女性農業コミュニティリーダー塾」（（一社）日本能率協
会主催）が９月 19 日、からり研修室で開かれ、県外の
塾生ら約 40 人が参加しました。研修では出荷者運営協
議会名誉会長の野田文

ふ み こ

子さんらが、これまでの取り組み
や直売所への思いを講演。茨城県から参加した女性は「経
営で悩んでいたが、野田さんの前向きな話に感動した。
背中を押してもらったよう」と目に涙を浮かべました。

先進地「道の駅からり」に学べ
女性農業者がリーダー塾を開催

直売所への思いを語る野田さん（左）

　９月 24 日の中秋の名月に合わせて、立石地区と八日
市護国地区で恒例の観月会が開かれました。
　立石地区では 22 日、「第 12 回尾首の池・月を愛でる会」
（立石愛鱗会主催）が開かれました。約●人の参加者は、
昇った月が池に映し出される幻想的な景色の中、手作り
の甘酒や地元の食材を使った芋炊きやちらし寿司など
に舌鼓を打ちながら、地元で人気の「Y

や ま な み バ ン ド

amanami-Band」
などの演奏を楽しみました。
　八日市・護国地区では「八日市町並観月会」（八日市
護国町並保存会主催、芳我明

あきひこ

彦会長）が 23・24 の両日、
伝統的建造物群保存地区で開かれました。上芳我邸の庭
園や町家など地区内の各所で演奏会が行われ、行燈で照
らされた町並に美しい音色が響いていました。24 日に
は、はぜとり唄・踊りが披露され、2日間で約●●●●
人が風情のある町並のそぞろ歩きを楽しみました。

地域を照らす柔らかな月明かり
立石地区、町並保存地区で観月会

（八日市・護国）1_雲の隙間から覗く月　2_月より団子の子
どもたち　3_約●●個の行燈でライトアップ　（立石）4_月が
照らす会場　5_バンド演奏が会場の雰囲気も盛り上げる
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　ふるさとを描き続け、昨年83歳で亡くなった内子町出
身の画家・故中岡満

みつよし

義氏をしのぶ「中岡満義遺作展」（内
子町文化協会内子支部主催）は９月１～ 29日、内子町ビ
ジターセンターと図書情報館で開かれました。
　展示された作品は、日展や県展で入選したものを含む
100点以上。生まれ故郷の小田地域や四季折々の風景を
描いた作品などが、訪れた人々を魅了していました。

絵画に注いだ情熱の軌跡
「中岡満義遺作展」を開催

　恒例の「気軽にコミュニティカレッジ in 内子」が９月
５日、内子自治センターで開かれました。今回は芭蕉和
紙を使ってワークショップを実施。芭蕉和紙は愛媛大学
の研究チームが開発した和紙で、薄くて軽いけれど丈夫
といった特徴があります。参加した森長照

てるひろ

博さんは「参
加者は装飾品やうちわなど、さまざまな作品を考えてい
た。内子町の新たな特産品になれば」と期待しました。

芭蕉和紙の可能性を探るワークショップ
「気軽にコミュニティカレッジ in内子」

さまざまな可能性を秘めた芭蕉和紙。今後の展開に期待

100号サイズの力作が並んだビジターセンターの会場

うちこ往来
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　９月 24 日の中秋の名月に合わせて、立石地区と八日
市護国地区で恒例の観月会が開かれました。
　立石地区では 22 日、「第 12 回尾首の池・月を愛でる
会」（立石愛鱗会主催）が開かれました。月明かりと尾
首の池が作る幻想的な会場に、約 80 人が来場。手作り
の甘酒や地元の食材を使った芋炊きやちらし寿司などに
舌鼓を打ちながら、小田地域で人気のバンドグループ・
「Y

や ま な み バ ン ド

amanami-Band」などの演奏を楽しみました。
　八日市・護国地区では「八日市町並観月会」（同実行
委員会主催、芳我明

あきひこ

彦委員長）が 23・24 の両日、伝統
的建造物群保存地区で開かれました。上芳我邸の庭園や
町家など地区内の各所で演奏会が行われ、行燈で照らさ
れた町並に美しい音色が響いていました。はぜとり踊り
や清正ひろばでの団子販売などもあり、2日間で約 3,800
人が風情のある町並をそぞろ歩きました。

地域を照らす柔らかな月明かり
立石地区、町並保存地区で観月会

（八日市・護国）1_琴栄会の琴の調べ　2_月より団子の子ど
もたち　3_約450個の行燈でライトアップ　（立石）4_月が照
らす会場　5_バンド演奏が会場の雰囲気を盛り上げる
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